
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 無料相談センター

1 事業の成果
当法人も設立から10年以上を経て、今年度も多くの相談者から問い合わせを戴きました。世界
情勢の混乱による原油高や度重なる物価価格高騰による経済的困窮など、多くの市民生活に影響を与

えており、当法人のような活動の必要性を実感しております。

来年度も今年度同様、一般市民の悩みや相談に的確に対応することの出来るよう専門家の助言など

を取り入れ対応してまいります。
今後も情報や知識のないことにより市民が受ける損害の未然の防止や弱者救済に努めてまいります。

2 事業の実施に関する事項

V

V

受益対象
者範囲

受益対象
者人数

事業費
(千円)日  日寺 場 所

従事者
人数

定款に記載
された事業名

事 業 内 容

2人
トラブル

を抱 えて
い る一般
市民

不特定

多数
0円

毎 日 主たる
事務所

日常生活におけ

る問題、 トラブ
ル に 関 す る相

談、支援事業

・住宅ローン滞納者の相談に対

し、競売の申立や自宅の売却な

どを回避するための電話相談や

面談
・相続における税金問題や遺

言、遺留分など相続に関する電

話相談や面談

0円

主たる
事務所 2人

トラブル

を抱 えて
い る一般
市民

不特定
多数

上記のような問題に対し

不動産業者などの紹介

毎 日

日常生活におけ

る問題、 トラブ
ルに関する情報

発信及び専門家

情報提供事業

日常生活におけ

る問題、 トラブ
ルに関する講演

会及びセ ミナー

の開催

実施しなかった

不特定

多数 0円適宜実施
主たる

事務所 2人

トラブル

を抱 えて
い る一般
市民

日常生活におけ

る問題、 トラブ
ルに関するネ ッ

トワークの構築

事業

ホームページを開設し、活動内

容を紹介するとともに不動産業

者等との情報交換を行った



高齢者 、外 国

人、障害者に対

する居住、生活

支援事業

実施しなかった

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

定款に記載された
事業名

事 業 内 容 日  日寺 場  所
従事者

人数

事業費
(千円)

ホームページや機関

誌への広告掲載事業 実施 しなかった

寄付された物品の

販売 実施しなかったV

V



書式第 14号 (法第 28条関係)

令和 4年度 活動計算書
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人無料相談センター

V

V

科 目
特定非営利活動に係る事業

金  額  小計・合計
その他事業

金  額  ′|ヽ計・合計
合計

2“ .o∞
|

240,0001
0 240,00(

820,000
1 820,囲 0 820,000

0

。日常生活における問題. トラブルに関する情報発信
及び専門家情報提供事業収益
・ホームページ及び機関誌への広告掲載事業収益

A

4

5

3

その の

受取利息

受取寄附金
施設等受入評価益

月次支援金
事業復活支援金

費
豊
只
△
〓

△
〓
』以

取
受
受

員

昌
只
△
〓

△
〓
喘ソ

正
賛

2,330.000
1 233Q鰤 0 2,330,000

234

0 234

3.390.234 3.300.234

0 0

0 0.0

_● 1 | 0

00

90:.532
|

130,7201

72.5201

523,334

40,343
1,050

0 901,532

B
1

2

1

(1

(2)

)

会議費
旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費
印刷製本費

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

旅費交通費
通信費
交際費
減価償却費
租税公課
会議費
支払報酬
支払手数料

給料手当
役員報酬
退臓給付費用
福利厚生費

∞1…田2 0 _._ 901.532
901■ 502 901.532

2.488.702額 A B 2.488.702当 期 経 常 埠

過年度損益修正益
固 益

0

D

正

災害損失

0

当  期 塁 常 外 1 C ― 【DI

置 理 区 分

2.488.'702 2.488.702
0

6.241.097
人

正 産

+ 8.729.799
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人無料相談センター

V

V

′

161,375

2

の

(2) 形

..(.3) その

事務用カバン

・
棚卸資産

・ .車両運搬具
(1

7,322,258
5,782,790

現金預金
短期貸付金

ソフ トウェア

借地権

■.出資金
・
~長
期貸付金

30,000,000
35,209,670

【A】 資 産 合 計 ①+② 78,476.093

69,746,294

2

未払金

預 り金

長期借入金

退職給付引当金

B-2
正期 額

当 2 488 702
_⊆笙1,097.

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 78.476.093【B】

■■■■■匝匿顧ロコ

■

●

●
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16 28

重要な会計方針

計算書類の作成は、 NPO法 人会計基準  によっています。

(l)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし

(2)固定資産の減価償却の方法
備品の減価償却は定額法によっています。

(3)引 当金の計上基準
・退職給付引当金

該当なし

)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスの受け入れは、活動計算書に計上しています。

〈6)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況

令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 無料相談センター

(単 円 )

事業部門計 管理部門 〈
ロ

日常生

活にお
ける間
題、 ト
ラブル

に関す
る講演
会及び

の

ミ

一
催

セ

ナ

開

日常生

活にお

ける間

題、 ト

ラブル

に関す

るネ ッ
トワー

クの構

築事業

高齢

者、外

国人、

障害者

に対す

る居

住、生

活支援

事業

ム
ジ
関

一　
一
機

ホ
ペ
や

誌への

広告掲

載事業

寄付

され

た物

品の

販売

日常生活に

おける間

題、 トラブ

ルに関する

相談、支援

事業

日常生活に
おける間
題、 トラブ
ルに関する

情報発信及
び専門家情
報提供事業

科 目

234

240,000

820,000

2,330,000

234

2,330,000

240,000

820,000

2.330,000

240,000

820,000

234 3,390,2343,390,0002,330,000 1,060,000

130,720

72,520

523,334

40,343

1,050

3,487

38,500

8,890

82,688

130,720

72,520

523,334

40,343

1,050

3,487

38,500

8,890

82,688

901,532901,532

901 532901 532

△ 901 532 2 488 7023,390,0000 00 0 02 330 000 1 060 000

I 経常収益
1.受 取会費
2.受 取寄附金
3.受 取助成金等
4.事 業収益
5.そ の他収益
経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費
福利厚生費

人件費計

(2)その他経費
旅費交通費

通信費

交際費

減価償却費

租税公課

会議費

支払報酬

支払手数料

雑費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

金額 算定方法内容

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳
円 )

ψ



4 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

位 :円 )

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳
円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近規者との取引は以下の通りです。

円 )

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか

にするために必要な事項

事業費と管理費の技分方法

ヽ ン

V

8

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

該当なし

合計 ■■■■■■■■

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累訓額 期末帳簿価額科 目

161,375201,718 201,718 40,343

201,718 囮 國コ Ⅸ団 圧□四回 匝日

資産

車両運搬具
事務用カバン

投資その他の資産

敷金

無形固定資産

合計

有形固定

■■■■□囲□田■回回田□覇口田

期首残高 当期借入 当期返済 期末残高科 目

70.000.000 253,706 69.746.294

70,000.000 253.706 69.746.294

長期借入金

イ)言十

計算書類
に計上さ
れた金額

内、役員
との取引

内、近親
者及び支
配法人と
の取引

科 目

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計

■■||■ll■■

■■||■■l■■
■■■■

その他の事業に係る資産の状況



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 4年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人無料相談センター

V

V

現金預金
手元現金
三菱UFJ銀 行普通預金

74.653
7,247,605

7.3222里二__
貸付金
短期貸付金 5,782,790

棚卸資産

販売用寄附物品

2
1

車両運搬具
事業用車両

什器備品
事務用カバン 161,375

1 375

2
ソフトウェア
オペレ~ン ヨンンステム
文書編集ソフ ト

借地権

その

敷金

長期貸付金
出資金

35,209,670
30.000,000

209 670

【A】 責 産 合 計 ①+② 78.476.093

未払金

2

1

69,746,294

B-1

長期借入金

税収徴一全麻
預

退職給付引当金
職員

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 69.746.294

【8-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 8.729.799

…

■ 田 ■ ロ ロ
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書式第 18号 (法第 28条関係 )

令和 4年度年間役員名簿 〈前事彙年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事来年度における報酬の有無を記●した名簿)

埜定土堅 上型塑五△_墨昼狙談土≧_生二

¬ 確認事項 (法第20条及び第 21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

日以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
●各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)

氏    名

前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該当者のみに記入)

1 監事

モギンヨウジ

"木

昇

令和

令和

4年

5年

9月  1日

8月 31日

年   月 日

日年   月

2

-?  :1 -<t3.-/

増子 正誉志

令和

令和

4年

5年

9月  1日

8月 31日

年   月 日

日年 月

3 ・監事

ムラカ タカシ

村上 孝

令和

令和

4年

5年

9月  1日

8月 31日

年

年

月

月

日

日

4 理事 〇

ツチヤ ツ トム

土屋 勉

令和

令和

4年

5年

9月  1日

8月 31日

年

年

月

月

日

日

5 理事・監事 以下余白
年 月

月

日

曰年

年

年

月

月

日

日

6 理事・監事

年 月

月

日

年 日

年

年

月

月

日

日

7 理事・監事

年  月  日

年  月  日

年 月

月

日

日年

8 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年  月  日

年  月  日

9 理事・監事

年 月

月

曰

日年

年

年

月

月

日

日

10 理事・監事
年 月

月

日

日年

年

年

月

月

日

曰

事 業 報 告 用

∈)監事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人  無料相談センター

氏    名

1

^′

木 昇 二

2
増 子 正誉志

3 村 上   孝

4
土 谷   勉

5
木 本寸 今 雄

6
新 津 寿 江

7
加 藤 恵 美

8
中 対 立 フ

`  
′[」  曰  ¬~

9
佐 藤   均

10
岡 田   純

11
島 田 正 宗

12
齋 藤 芳 夫

V

V



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法人  無料相談センター

氏    名

13
鶴 岡 令 子

14
熊 崎 幹 夫

15
坂 本 艶 子

16
安 本 みち江

17
加 藤 須美子

18
秋 山 通 仁

19
吉 永 智 子

20 山 峙 良 之

21 小 林 保 子

22 植 松 妙 子

23 千 葉 陽 子  

V

V




